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議会だより

たまかわ
未
あ す

来への挑戦！ 明るく 元気な たまかわ

（玉川第一小学校 卒業式より）（玉川第一小学校 卒業式より）

おめでとう！笑顔とおめでとう！笑顔と
拍手に見送られて拍手に見送られて



さぁ、一年生のスタートだぞ！さぁ、一年生のスタートだぞ！

須釡小学校

認定こども園たまかわクックの森

凛として凛として

代表児童、「歓迎の言葉」代表児童、「歓迎の言葉」

玉川第一小学校

玉川中学校

凛々しさがすごい！凛々しさがすごい！

見
送
る
春
、

　
　
　
　迎
え
る
春

見
送
る
春
、

　
　
　
　迎
え
る
春



審議案件と各議員の賛否　　〇は賛成、×は反対。小針議長は採決に加わらないため空欄。全会一致で賛成の場合、個別の賛否は省略しました。
。

議案番号 議　案　名 採決
小
針
善
堀
越
佐
久
間
円
谷
岩
谷
大
羅
須
藤林飯

島
三
瓶
石
井
小
針
議
長

議 案 第 ３ 号 専決処分の承認を求めること（専決第１号 令和７年
度一般会計補正予算（第６号）） 承認 歳入歳出 865 万円を追加し、予算総額

を 52 億 8,385 万円とする。
議 案 第 ４ 号 学校給食費条例の制定 可決 8 ページに記載
議 案 第 ５ 号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 宿日直手当「5,000 円」を「5,600 円」に改正

議 案 第 ６ 号 玉川村振興計画審議会設置条例の一部を改正する条例 可決 審議会名称「玉川村振興計画審議会」を
「玉川村総合計画審議会」に改める。

議 案 第 ７ 号 火入れに関する条例の一部を改正する条例 可決 「異常乾燥注意報」を「乾燥注意報」に改める。
議 案 第 ８ 号 公の施設の指定管理者の指定 可決 8 ページに記載
議 案 第 ９ 号 第７次玉川村総合計画基本構想 可決 4 ～７ページに記載
議案第 10 号 令和７年度一般会計補正予算（第７号） 可決 8 ページに記載

議案第 11 号 令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 歳入歳出 857 万円を減額し、予算総額
を６億 7,337 万円とする。

議案第 12 号 令和７年度介護保険特別会計補正予算（第３号） 可決 歳入歳出 501 万円を追加し、予算総額
を７億 5,390 万円とする。

議案第 13 号 令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 可決 歳入歳出 293 万円を追加し、予算総額
を 7,896 万円とする。

議案第 14 号 令和７年度上水道事業会計補正予算（第３号） 可決 歳入歳出 500 万円を減額し、予算総額
を２億 9,062 万円とする。

議案第 15 号 令和７年度農業集落排水事業会計補正予算（第２号） 可決 歳入歳出２万円を追加し、予算総額を
２億 2,162 万円とする。

議案第 16 号 令和８年度一般会計予算 可決 ４・５・6・７ページに記載

議案第 17 号 令和８年度国民健康保険特別会計予算 可決
予算総額は６億6,552万円。主なものは、
歳入で国民健康保険税 1 億 3,205 万円、
歳出で保険給付費４億 7,517 万円

議案第 18 号 令和８年度介護保険特別会計予算 可決
予算総額は６億 8,506 万円。主なもの
は、歳入で介護保険料 1 億 4,966 万円、
歳出で保険給付費６億 2,036 万円

議案第 19 号 令和８年度後期高齢者医療特別会計予算 可決
予算総額は 8,786 万円。主なものは、
歳入で保険料 5,958 万円、歳出で広域
連合納付金 8,372 万円	

議案第 20 号 令和８年度宅地造成事業特別会計予算 可決
予算総額は 7,980 万円。主なものは、
歳入で不動産売払収入 6,030 万円、歳
出で公債費 1,620 万円

議案第 21 号 令和８年度上水道事業会計予算 可決
給 水 戸 数 1,910 戸、 一 日 平 均 給 水 量
1,890 立方メートルと見込み、収益的収
支はそれぞれ 2 億 9,718 万円

議案第 22 号 令和８年度農業集落排水事業会計予算 可決
排水戸数 735 戸、一日平均排水量 553
立方メートルと見込み、収益的収支はそ
れぞれ２億 4,769 万円

議案第 23 号 教育長の任命につき同意を求めること 同意 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
請 願 第 １ 号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出請願 採択 20 ページに記載
発 議 第 １ 号 議会基本条例の制定 可決 10 ～ 11 ページに記載
発 議 第 ２ 号 福島県最低賃金の引き上げと早期発効を求める意見書提出 可決 20 ページに記載

3 令和８年５月１日発行
議会だより  № 183

玉川村議会 ３月定例会

議会を傍聴しませんか
第1回臨時会の傍聴人数　１人	
３月定例会の傍聴人数  　14人 
（令和８年累計傍聴人数 15人）

次回の定例会は６月上旬を予定

読みやすくするため、議案名を一部省略しています。

議会だよりに議会だよりにご意見・ご感想をお寄せくださいご意見・ご感想をお寄せください
　議会広報編集特別委員会では、紙面の活
性化や、議会活動へご理解をいただけるよ
う、議会だよりへのご意見やご感想を募集し
ております。
　皆さんからいただいたご意見・ご感想を参
考に、読みやすく、村政を身近に感じていただ
けるような議会だよりを目指していきます。

QRコードを読み
取ってください。
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玉
川
村
議
会
３
月
定
例
会
は
３
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で

の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
第
７
次
玉
川
村
総
合
計
画
基
本
構
想

を
は
じ
め
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算
、
令
和
８
年
度
当
初

予
算
、
学
校
給
食
費
条
例
の
制
定
な
ど
の
議
案
21
件
、
議

員
発
議
２
件
、
請
願
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　
議
員
発
議
で
は
、
議
会
の
役
割
と
責
任
を
明
確
に
し
、

よ
り
開
か
れ
た
質
の
高
い
議
会
を
実
現
す
る
た
め
の
議
会

46億3,400万円

一般会計の主な使い道
村民一人当たり784,177円

３月定例会の
あらまし

（前年度比：3,400万円 0.7％の減)

基
本
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。
（
10
・
11
ペ
ー
ジ
に
特

集
記
事
）

　

令
和
８
年
度
予
算
の
決
定
に
あ
た
り
、
予
算
審
査
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
２
日
間
か
け
委
員
会
で
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
執
行
部

の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

　令和８年度は、第７次総合計画の初年度として、
本村の将来像を具体化する予算となりました。人口
減少という最大の課題に真正面から向き合い、特
に、移住・定住の促進による人口減少対策の強化、
交流・関係人口の拡大に向けた地方創生・観光施策
の推進、子ども・子育て支援の充実、さらに本村の
主要産業である農業の持続的発展に向けた担い手確
保と経営基盤強化に力を入れています。

第7次玉川村総合計画と令　和８年度予算が決定

※３月の人口で試算し災害復旧費と予備費は含みません

※(　)内は対前年比

３月
定例会

議会費
12,615円
（137円）

諸支出金
2,331円
（492円）

公債費
69,167円
（▲4,438円）

教育費
105,678円
（20,033円）

総務費
145,914円
（▲11,739円）

民生費
190,581円
（12,454円）

衛生費
85,743円
（２,004円）

労働費
114円
（102円）

農林水産業費
48,792円
（3,327円）

商工費
24,882円
（12,391円）

消防費
40,052円
（696円）

土木費
58,273円
（▲29,355円）

一般会計
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きめ細かな福祉サービスを提供するとともに、いつまでも住み慣れた地域で自分らしく生活して
いけるよう、地域共生社会の実現を目指します。

目標①　皆で支えあう元気な村づくり

　予算に関する詳細な説明を各課から受け、村長に対し、当初予算編成に対する総括的な質疑を行
いました。

　令和８年度は第７次玉川村総合計画として、時代の変化に柔軟に対応し、村民一人ひとりの幸福
度向上を最優先に、村民を主役とした持続可能な村づくりを進めることに決定しました。

問  予算が減少し将来負担が増える中で、村長が
どのような基準で重点施策を選び、財政の持
続性と地域活性化を両立させるのか。

答  持続可能で健全な財政運営が必要。スクラッ
プアンドビルドや費用対効果・トータルコス
トといった視点を持って事業を見直すよう指
導している。組織全体の力を高めること、職
員一人ひとりのスキルを高めることが重要と
考えている。

問  統合小学校建設や義務教育学校を視野に入れ
厳しい財政状況を踏まえる必要があるが、今
後、財政運営をどのように進めていくのか。

まちづくりは次の新しいステージに

５つの基本目標「村民が主役　笑顔がきらめく　村づくり」

第7次玉川村総合計画と令　和８年度予算が決定
玉川村の最上位計画となる

豊かな自然と共存しながら、本村の魅力を高めつつ、持続可能な村づくりを進めます。
目標②　環境にやさしい安全・便利な村づくり

村内企業とも連携しながら情報発信や環境整備の支援に取り組
み、活力ある村づくりを進めます。

目標③　暮らしを支える産業が伸びゆく村づくり

誰もが自分らしく活躍できる環境とひとり一人の居場所づくりに
取り組みます。

目標④　未来を担う人財を育てる村づくり

多様性を尊重し、地域のつながりを深めるとともに、デジタル技
術の活用などにより持続可能な行政経営を行うことで、魅力ある
村づくりに取り組みます。

目標⑤　多様性と協働の村づくり

答  統合小学校の整備を進めるとともに、将来的
には中学校も含めた義務教育学校にすること
を視野に入れて検討している。当初の計画を
見直す点や新たな課題も出てきている。

　　　将来の財政状況をよく考えながら学校整
備を進めていきたい。学校整備事業に留ま
らず、他事業についても、その年ごとの財
政状況を見ながら計画的に進める必要があ
り、特に財政調整基金が厳しい状況にある
ことから、県の支援制度も活用しながら、
中長期的な財政計画を作っていきたい。

総括質疑（抜粋）

予算審査特別委員会 3月10日～11日開催

皆で力を合わせ、新
たな挑戦を続けなが
ら明るく元気な村を
目指すんだね。

議
員
が
注
目
し
た
ポ
イ
ン
ト
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飲用井戸等整備事業【新規】 ……………………………………………150万円
水道未普及地域において、水道整備を支援するため、飲用井戸掘削経費１戸あたり最大50万
円を補助。

公営住宅除却事業（増額） ……………４,204万円

消防団活動事業　…………………………3,472万円

一般廃棄物処理事業（石川地方生活環境施設組合負担金等）
…………………………………………１億8,975万円

問  実証実験として継続されているが、前年度に比べ大幅に
増額した理由は。

答  利用者・登録者の増加に伴い178万円を増額し、車両を
2台から3台体制へ拡充する。

問  令和７年度より始まった帯状疱疹ワクチン接種率は、
36％にとどまっている。周知等の情報発信の方法は。

答  対象となる全ての方に個別通知を実施。制度理解も含
め、あらゆる情報媒体、回覧・広報紙等を活用し接種率
の向上を目指す。

問   消防団の準中型免許補助対象者の選定方法は。
答  補助は１人上限25万円で４名分。対象者は消防団幹部会
等で協議し決定する。

問  旧川辺住宅解体後の跡地活用の考えは。
答  安全確保と環境改善のため解体し、跡地利用は今後検討
する。

問  ごみステーションへの違反ごみが見受けられる。
　　改善への取り組みは。
答  各行政区長と協議し、ごみステーションの見直しに取り
組む。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
ポ
イ
ン
ト

目標①  皆で支えあう元気な村づくり　12億4,688万円目標①  皆で支えあう元気な村づくり　12億4,688万円

目標②  目標②  環境にやさしい安全・便利な村づくり　10億9,768万円環境にやさしい安全・便利な村づくり　10億9,768万円

御用聞きサービス実証事業（増額）………968万円

予防接種事業　……………………………2,509万円
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目標④  未来を担う人財を育てる村づくり　 　　4億9,394万円目標④  未来を担う人財を育てる村づくり　 　　4億9,394万円

担い手づくり推進事業【新規】 …………………500万円

地域おこし協力隊事業（増額）……………1億1,976万円

GIGAスクール端末更新事業【新規】…………2,667万円

統合小中学校整備事業（増額）……………1億1,832万円

アーバンスポーツ施設運営事業　 ………………539万円

地域活性化起業人活用事業（増額）……………790万円

問  認定農業者への積極的な支援策は。
答  経営基盤の確立とさらなる発展に必要な農業用機械や農
業用施設の導入を支援する。

問  アーバンスポーツ施設運営管理にかかる費用内訳は。
答  指定管理委託料が500万円。その他、施設修繕費用30万
円、消防設備保守点検費用9万円。

問  GIGAスクール構想における端末の共同調達の方法は。
答  令和3年度に導入した児童生徒用パソコン等を更新。国の支
援のもと県で協議会を設置し、他市町村と共同調達する。

問  地域おこし協力隊の今後の募集内容と、地域力創造アドバ
イザー業務委託の内容・方向性は。

答  協力隊は移住を目的にフリーミッション等で募集。アドバイ
ザーは空き家対策に向け、官民連携の仕組みづくりを担う。

問  200万円を増額した事業目的と内容は。
答  ICT教育支援に特化した地域活性化起業人を配置し、児童
生徒の教育環境の充実を図る。

問  学校建設に係る委託料の積算方法と、各業務の開始時期は。
答  玉一小と須釜小の統合に伴い、村民グラウンド東側に新
校舎を整備するため1億1,006万円を増額。内容は地質調
査・設計・測量造成設計委託料で人数等を基に積算。基
本設計は業者決定後、調査・測量は4月に発注予定。

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
査
ポ
イ
ン
ト

目標③  暮らしを支える産業が伸びゆく村づくり　 2億4,778万円目標③  暮らしを支える産業が伸びゆく村づくり　 2億4,778万円

目標⑤  多様性と協働の村づくり目標⑤  多様性と協働の村づくり　　　　　　　　４億950万円４億950万円
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議案第４号

議案第８号

議案第10号

議会
メモ

議会
メモ

1 食あたりの給食の単
価は、小学生 400 円、
中学生430円だよ。

たまかわくらし体験住宅

賑わいを見せた
サイクルロゲイニング事業

玉川村の移住・定住促進事業ってなに？
　新しい総合計画にも重点プロジェクトとして掲載されている
「たまかわ創生総合戦略」によって展開されている事業です。
「たまかわくらしプロジェクト」事業や移住定住補助金、誕生

祝金等の各種子育て政策など多くの事業を実施しています。最近の民間企業
が実施した調査では、玉川村は「Ｕターンしたい街ランキング」で、東北地
方１位となりました。
　関係機関や地域住民と連携し、安心して暮らせる環境づくりや移住者の受
け入れ体制の強化、定着支援の充実を図っています。

サイクルロゲイニング事業ってなに？
　サイクルロゲイニングは村内の観光スポットを自転車で巡り、訪れた場所
ごとに得られるポイントを競うイベントです。
　ＪＲ水郡線の車内に自転車をそのまま持ち込める「サイクルトレイン」の
利用区間が玉川村まで広がったことを受け、令和７年度はこの事業を通じ
て、来村者の増加と地域のにぎわいの創出を図りました。

ふくしまデスティネーションキャンペーン(ふくしまＤＣ)
事業ってなに？
　令和８年４月から６月まで開催されるＪＲグループと県、市町村、観光事業者
などが連携し、地域の魅力を発信する観光キャンペーンです。玉川村では５月
24日にキックバイクイベントを開催します。「日本一自転車が好きな村」として
の認知度向上や、自転車を活かした観光誘客と交流人口の創出を図ります。

指定管理者制度ってなに？
公共施設の管理を民間企業や団体に任せ、サービスの向上やコスト削減を図る制度です。
民間のノウハウを活かした、より良いサービスの提供が期待されます。

ふくしまDCロゴマーク

　国の地域未来交付金を活用し、「移住・定住促進事業」「サイクルロゲイニング事業」「ふくしま
デスティネーションキャンペーン事業」の実施に係る経費 1,941 万３千円を増額した。
　一方で、各種事業費の確定に伴う整理により、補正額は全体で 7,355 万円の減額となり、令和
７年度予算総額は 52億 1,030 万９千円となった。

　学校給食センターで管理している学校給食会計を村の公会計制度
へ移行し、必要な事項を定めるもの。
　なお、小学校給食費は国の支援と村の負担により完全無償化とな
る一方、中学校給食費は国の支援対象外のため、村独自の半額補助
が継続となった。

　令和８年３月 31日で指定期間満了になる村内の９つの施設について、引き続き令和８年４月１
日から令和 13年３月 31日までの５年間指定管理者の指定を行うもの。

学校給食費条例の制定

公の施設の指定管理者の指定

令和７年度一般会計補正予算（第７号）
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議案第23号

　
第
１
回
臨
時
会
は
、
１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、
村
長
か
ら

提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
１
件
、
売
買
契
約
１
件
を
審
議
し
、

全
て
可
決
し
た
。

　

物
価
高
対
応
子
育
て
応

援
手
当
２
１
７
５
万
円
。

玉
川
村
で
は
こ
の
手
当
に

５
千
円
を
上
乗
せ
し
、
対

象
児
童
１
人
に
つ
き
一
律

２
万
５
千
円
を
支
給
。

　

上
水
道
事
業
補
助
金
２

０
６
１
万
円
。
水
道
基
本

料
金
を
６
カ
月
間
無
料
。

　

全
村
民
１
人
当
た
り
１

万
５
千
円
分
の
た
ま
か
わ

生
活
応
援
商
品
券
を
配
布
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
４
３
１
０
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
52
億
７

５
２
０
万
円
。

　
物
価
の
高
騰
が
続
く
な
か
、

国
の
「
物
価
高
騰
対
応
重
点

支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

を
活
用
し
、
村
民
の
暮
ら
し

を
守
る
各
種
支
援
を
速
や
か

に
実
施
す
る
た
め
の
補
正
予

算
が
編
成
さ
れ
た
。

　
移
動
式
エ
ア
コ
ン
８
台（
玉

一
小
２
台
、
須
釜
小
２
台
、

玉
川
中
４
台
）
を
購
入
し
、

令
和
７
年
度
内
に
配
備
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用

補
助
金
２
０
０
万
円
。
１

世
帯
当
た
り
、
補
助
率
２

分
の
１
で
上
限
を
２
万
円
。

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）

移
動
式
エ
ア
コ
ン
売
買

契
約
の
締
結

物
価
高
対
応
子
育
て

応
援
手
当

上
水
道
事
業
補
助
金

商
品
券
配
布
事
業
委

託
料

住
宅
用
防
犯
カ
メ
ラ

等
設
置
事
業
補
助
金

議
案
第
１
号

議
案
第
２
号

岡崎寛人教育長

教育委員会教育長の任命について

小針（善）議員　
　今求められるのは「未来を見据え
た教育改革」を牽引するリーダー。
　人選が他になかったか十分に検討
され、また公募制、立候補制を取り
入れるなど新たな体制を構築すべき
時期でもあることから反対する。

大羅議員　
　岡崎現教育長は豊富な経験と実績を有
し、地域や学校と連携し教育行政の推進
に尽力されたと評価。今後の重要施策の
推進に向け、引き続き力を発揮されるこ
とを期待し、本案に賛成する。

　玉川村の教育の未来に大きくかかわる学校統合や部活動の地域展開など、重要な課題が
数多くありますが、教育が玉川村の魅力発信につながるよう精一杯その務めを果たしたい
と思います。どうぞよろしくお願い致します。

第
１
回
臨
時
会

教育長あいさつ

　令和８年３月末の任期満了に伴い、令和８年 4月から３年間の
任期について、賛成多数で同意した。
反対討論 賛成討論
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さらなる「議会活動の　活性化」に取り組みます
玉川村議会基 本条例を制定玉川村議会基 本条例を制定

　玉川村議会基本条例は、村民に開かれた議会を目指し、議会活動及び議員活動を充実させ、議会
の役割や運営の基本方針を明確にして、議会がどのような姿勢で審議し、村民へどのように説明を
するのかなどを定めています。 

議会が住民代表として政策決定・行政監視を行い、村民の福祉の向上
に寄与するという理念を定めています。 

公平・公正・透明な議会運営、情報公開、政策提案の強化など、議会
の基本姿勢と議員の倫理や自己研鑽、政策提案、住民意見の把握など
議員個々の行動指針を示しています。 

信頼される議会を目指し、政治倫理の徹底、ハラスメント防止、会議
の公開、議会だよりやインターネットを使った情報発信の充実を規定
しています。 

村長への説明要求、議員同士の自由討議の推進、参考人招致や公聴会
など、議会としての審議の質の向上を図ります。  

議員定数や報酬の見直し方針、議員研修の充実など、議会機能の向上
について規定しています。 

継続的な議会改革、災害時の役割、条例の最高規範性、必要に応じた
見直し手続きを定めています。

条
例
制
定
ま
で
の
あ
ゆ
み

　
玉
川
村
議
会
で
は
、
議
会
の
役
割
や

運
営
方
針
を
明
確
に
し
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、
令

和
５
年
12
月
に
「
玉
川
村
議
会
基
本
条

例
制
定
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
令
和
６
年
３
月
の
改
選
に
伴
う
新

体
制
で
は
、
本
村
議
会
に
お
け
る
条
例

の
必
要
性
や
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
特
別
委
員
会
に
お
い
て
条
例
素
案
が

ま
と
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
２

月
５
日
、
調
査
報
告
書
な
ら
び
に
条
例

案
を
小
針
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

条例の概要

第１条

目的

第2条、第3条

議会の活動原則

第4条〜第7条
政治倫理・ハラスメント

公開性・広報公聴

第8条〜第11条
執行機関との関係

討議・委員会

第12条〜第15条
議員定数・報酬

人材育成

第16条〜第19条
議会改革・災害対応
最高規範性・見直し

報告書を議長へ手渡す石井委員長（中央）
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さらなる「議会活動の　活性化」に取り組みます
玉川村議会基 本条例を制定玉川村議会基 本条例を制定

　地方分権改革が進み、地方議会が担うべき役割への期待はますます大きくなっています。
　玉川村議会では、これからの議会のあり方についての議論を重ね、議会基本条例としてまとめ、
令和８年３月定例会（３月12日）において、石井清勝議員の議員発議で「玉川村議会基本条例」
を全会一致で可決しました。
　本条例は、令和８年４月１日より施行します。

議会基本条例４議会基本条例４つのポイント！つのポイント！
議会機能を活性化させ村民に開かれた議会を目指します

「開かれた議会」を
目指して、具体的に
進めていくんだね。

村民の声をお聴きする場を設けます
◆当事者会議を主催し、村民と意見交換を！

１
災害時、速やかに対応します
◆村長等と連携した、災害対策を！

２
議員間の議論を活発に行います
◆議員同士の活発な議論により、
　村政の課題を明確化し、政策提言へ！

３

ハラスメント防止に努めます
◆議員として高い倫理意識を！

４



12令和８年５月１日発行
議会だより  № 183

村政村政 ここがききたいここがききたい
７人の議員が質問７人の議員が質問

　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針
などについて説明や報告を求めるものです。などについて説明や報告を求めるものです。
　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員
活動です。活動です。

1 円谷　兼一 １．商業の活性化に向けた取り組みを 13ページ

2 須藤　安昭 １．集中豪雨による水害対策は 14ページ

3 小針　善誠 １．小学校統合を見据え、より広い視野を 15ページ

4 大羅　　将 １．一般質問後の取組状況と結果は１．一般質問後の取組状況と結果は 16ページ

5 岩谷　幸雄 １．財源に依存しない高齢者支援の仕組みを１．財源に依存しない高齢者支援の仕組みを 17ページ

6 堀越　美保 １．地域で支える部活動の環境づくりを 18ページ

7 佐久間　福男 １．選ばれる村づくりへの取り組みを 19ページ

※一般質問各ページは、質問した議員が執筆しております。※一般質問各ページは、質問した議員が執筆しております。

一般質問
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一
般
質
問

問　
こ
れ
ま
で
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
事
業
を
実
施
し

て
き
た
が
、
こ
の
商
品
券

は
村
内
で
何
店
舗
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。
発
行
総

額
に
対
す
る
利
用
率
は
ど

の
程
度
か
。

答　
物
価
上
昇
に
対
応
す

る
商
品
券
事
業
の
令
和
６

年
度
の
実
績
は
、
１
１
０

事
業
者
が
取
扱
店
と
な
り
、

61
事
業
者
で
商
品
券
が
利

用
さ
れ
た
。
利
用
率
に
関

し
て
は
99
・
73
％
で
２
９

９
１
万
７
千
５
百
円
が
換

金
さ
れ
て
い
る
。

問　
村
民
の
家
計
に
と
っ

て
は
、
と
て
も
助
か
る
事

業
で
あ
り
、
今
後
も
続
け

て
も
ら
い
た
い
と
思
う
。

し
か
し
、
商
業
者
か
ら
見

る
と
相
当
の
偏
り
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る

が
認
識
が
あ
る
か
。　

答　

ど
う
し
て
も
ス
ー

パ
ー
な
ど
で
の
利
用
が
多

く
な
る
傾
向
で
あ
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。

問　
こ
れ
ま
で
取
組
ん
で

【
振
り
返
っ
て
】
円
谷 

兼
一

　

商
品
券
が
な
ぜ
全
域
で

使
用
さ
れ
な
い
の
か
な
ど

を
よ
く
考
え
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
後
は
村
内

の
事
業
者
全
体
が
よ
り
良

い
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て

ほ
し
い
。

き
た
商
業
の
活
性
化
に
つ

な
が
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
な
ど
の
施
策
に
つ

い
て
、
地
域
経
済
や
村
内

商
業
に
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
の
か
。

答　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
取
扱
加
盟
店
と
使
用
期

間
を
限
定
す
る
こ
と
で
、

村
外
で
購
入
し
て
い
た
生

活
用
品
等
を
取
扱
加
盟
店

で
の
消
費
に
誘
導
す
る
と

と
も
に
、
使
用
期
間
に
お

け
る
消
費
喚
起
が
図
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
村
内
消
費

の
底
上
げ
に
な
っ
た
と
考

え
る
。

問　
村
内
で
の
消
費
が
底

上
げ
の
効
果
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る
が
、
各
事
業
者

で
ど
の
く
ら
い
の
売
上
げ

が
あ
っ
た
か
、
ど
の
よ
う

な
結
果
だ
っ
た
の
か
回
答

を
も
ら
う
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
。

答　
事
業
者
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
う
こ
と
も
一
つ
の

方
法
、
ま
た
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
を
実
施
す
る
な
ど
、

次
に
向
け
て
分
析
が
必
要

と
思
う
の
で
研
究
し
て
い

き
た
い
。

問　
村
内
の
既
存
商
店
や

小
規
模
事
業
者
の
維
持
活

性
化
に
向
け
て
、
現
在
ど

の
よ
う
な
支
援
策
を
行
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

答　
村
内
の
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

中
小
企
業
融
資
利
子
補
給

金
事
業
や
商
工
会
が
実
施

す
る
創
業
支
援
事
業
・
事

業
継
承
支
援
・
経
営
支
援

事
業
な
ど
の
事
業
者
向
け

各
支
援
事
業
な
ど
に
つ
い

て
、
積
極
的
に
参
加
す
る

環
境
づ
く
り
を
後
押
し
し

て
い
る
。

問　

ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
な

ど
の
画
像
を
入
れ
た
ジ
グ

ソ
ー
パ
ズ
ル
を
作
製
し
、

各
事
業
者
に
置
い
て
販
売

す
る
な
ど
し
て
、
全
域
で

売
り
上
げ
が
見
込
ま
れ
る

よ
う
に
す
る
な
ど
の
取
組

み
は
で
き
な
い
か
。

答　

議
員
の
意
見
の
通

り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

と
い
う
の
を
し
っ
か
り
と

考
え
た
う
え
で
、
地
域
の

商
工
業
の
活
性
化
に
繋
が

る
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
。

質問に込めた想い
本村における商業の現状は厳しい状況にあることは理解していることと思
う。何かできることがないかを考え、自治体、観光協会、地域住民との協力
をして、商業の活性化を実現できるのではないか。

商業の活性化に向けた取り組みを商業の活性化に向けた取り組みを

円
つむらや

谷 兼
けんいち

一 議員
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一
般
質
問

問　
中
字
前
作
田
地
区
は

玉
川
中
学
校
か
ら
の
排
水
、

村
道
中
ー
16
号
線
の
路
面
排

水
、
山
林
開
発
地
か
ら
の
雨

水
が
一
か
所
に
集
中
し
集
水

桝
や
側
溝
か
ら
あ
ふ
れ
宅
地

等
に
浸
水
被
害
が
発
生
し
て

い
る
が
対
策
は
。

答　
集
水
桝
の
拡
張
を
行

い
、
そ
の
後
の
状
況
に
よ
っ

て
は
排
水
構
造
物
全
体
の
見

直
し
も
調
査
す
る
。

問　
い
つ
ま
で
に
結
論
を

出
す
の
か
。

答　
構
造
物
全
体
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
時

期
に
検
討
、
調
査
し
た
い
。

問　
対
策
と
期
限
を
明
確

に
し
な
い
と
毎
年
浸
水
の
危

険
と
不
安
が
払
拭
さ
れ
な
い

と
思
う
が
。

答　
集
水
桝
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
度
の
早
い
段
階
で

対
応
し
た
い
。

問　
令
和
３
年
12
月
10
日

に
中
区
財
産
委
員
会
総
会
に

て
、
中
ー
16
号
線
の
排
水
路

整
備
は
、
中
村
池
か
ら
の
大

排
水
路
へ
流
す
と
の
説
明
が

あ
り
、
企
画
の
段
階
か
ら
排

水
の
課
題
を
認
識
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
。

答　
計
画
時
に
は
三
年
確

率
を
採
用
し
検
討
し
た
が
、

近
年
激
し
い
短
時
間
降
雨
が

発
生
し
て
い
る
の
で
、
調
査

し
改
修
し
て
い
き
た
い
。	

問　
小
高
字
北
畷
地
内
の

ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
西
側
の
住

宅
地
で
は
用
排
水
路
が
直
角

に
屈
曲
し
上
流
水
路
よ
り
も

下
流
水
路
が
小
さ
く
、
降
雨

時
に
宅
地
内
に
流
入
す
る
が

対
策
は
。

答　
こ
の
用
排
水
路
に
は

雨
水
を
は
じ
め
、
御
城
堰
か

ら
の
農
業
用
水
も
流
れ
込
ん

で
お
り
、
大
雨
時
の
水
門
の

管
理
は
小
高
区
で
あ
り
、
小

高
区
と
連
絡
を
密
に
し
て
水

門
の
管
理
徹
底
を
図
る
。
用

排
水
路
の
構
造
や
入
れ
替
え

は
用
地
取
得
も
必
要
と
な
る

の
で
受
益
者
や
地
権
者
の
話

を
伺
い
な
が
ら
検
討
す
る
。

問　
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

聞
き
取
り
で
は
、
18
年
前
に

住
宅
建
築
し
た
が
、
ド
ラ
ッ

ク
ス
ト
ア
が
で
き
て
か
ら
ひ

ど
く
な
っ
た
。
建
築
許
可
に

当
た
っ
て
は
雨
水
処
理
、
排

水
計
画
は
ど
ん
な
基
準
で
審

査
し
許
可
し
た
の
か
。

答　
開
発
許
可
申
請
は
県

に
出
さ
れ
、
村
は
意
見
書
を

出
し
て
い
る
。
排
水
計
画
は

計
算
上
県
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
。

【
振
り
返
っ
て
】
須
藤 

安
昭

　
従
来
の
感
覚
、基
準
で
は
、

現
実
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
を

た
だ
し
た
。
住
民
の
不
安
、

危
険
を
除
く
こ
と
が
、
最
優

先
で
あ
り
、
人
口
減
少
の
最

も
有
効
な
方
策
と
考
え
る
。

問　
遊
水
地
代
替
地
は
70

ａ
の
水
田
が
宅
地
と
な
り
、

上
流
か
ら
の
排
水
、向
久
保
、

中
畷
、
稲
荷
畷
か
ら
の
排
水

に
よ
り
急
激
な
増
水
が
予
測

さ
れ
る
、
ど
う
対
策
を
進
め

る
か
。

答　
遊
水
地
の
内
水
処
理

問
題
と
あ
わ
せ
て
、
国
と
連

携
を
図
り
た
い
。

問　
排
水
は
南
部
信
号
踏

切
の
開
渠
に
集
中
す
る
。
水

郡
線
が
冠
水
す
る
こ
と
も
予

測
さ
れ
る
。
こ
こ
の
部
分
の

改
良
と
、
も
う
一
か
所
線
路

を
横
断
す
る
排
水
路
を
作
る

こ
と
を
、
国
、
Ｊ
Ｒ
に
強
く

申
し
入
れ
て
ほ
し
い
。	

答　
国
に
具
体
的
に
説
明

し
、
い
い
方
向
を
調
査
、
研

究
し
た
い
。	

	
	

質問に込めた想い
近年、線状降水帯やゲリラ豪雨により全国各地で水害が相次いでいる。本村
でも雨水が短時間で排水路、道路側溝に流入し宅地等への浸水被害が発生し
ている。問題の解決と被害拡大防止の施策をただした。

集中豪雨による水害対策は集中豪雨による水害対策は

須
す ど う

藤 安
やすあき

昭 議員

中字前作田地内

小高字北畷地内
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一
般
質
問

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
と
、

文
科
省
が
進
め
て
い
る
「
学

校
Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事

業
」
の
活
用
提
案
、
そ
れ
ぞ

れ
の
進
捗
は
。

答　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は

年
度
内
の
策
定
に
向
け
て
原

案
作
成
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

次
年
度
か
ら
計
画
に
沿
っ
た

施
策
を
展
開
す
る
。
Ｄ
Ｘ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、

次
年
度
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の

配
置
を
進
め
て
い
る
。

問　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
導
入

と
Ｄ
Ｘ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

は
全
く
別
物
。
全
額
国
費
で

賄
え
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣

事
業
を
活
用
し
な
い
理
由
は

何
か
。

答　
ま
ず
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
の
配
置
な
ど
、
今
取
り
組

ん
で
い
る
段
階
を
経
て
か
ら

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
考
え
る
べ

き
だ
と
捉
え
て
い
た
。

問　
都
市
部
か
ら
の
教
育

移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
現

在
の
教
育
環
境
を
ど
う
評

価
し
、「
ブ
ラ
ン
ド
化
」
し

人
口
減
少
対
策
に
繋
げ
る
の

か
。
教
育
を
単
な
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
は
な
く
「
最
強

の
移
住・定
住
促
進
ツ
ー
ル
」

と
位
置
づ
け
、
他
校
と
の
差

別
化
を
図
る
た
め
の「
旗
印
」

と
し
て
９
年
制
の
義
務
教
育

学
校
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

答　
こ
ど
も
園
で
成
果
を

上
げ
て
い
る
「
体
操
教
育
」

も
独
自
の
資
源
の
一
つ
と
評

価
し
て
い
る
。
今
後
は
「
教

育
エ
リ
ア
」
と
い
う
概
念
の

も
と
、
９
年
一
貫
の
英
語
教

育
や
探
究
学
習
な
ど
を
核
と

し
た
「
玉
川
モ
デ
ル
」
を
確

立
し
て
い
き
た
い
。

問　
現
在
の
「
学
校
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
に
は
地

域
代
表
や
保
護
者
は
い
る

が
、
教
育
課
程
の
編
成
や
最

新
の
義
務
教
育
学
校
の
経
営

モ
デ
ル
に
精
通
し
た
学
識
経

験
者
や
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
不
在
で
あ
る
。
村
の
１
０

０
年
の
計
と
な
る
学
校
づ
く

り
を
専
門
的
な
知
見
な
し
に

進
め
る
の
は
、
将
来
の
子
供

【
振
り
返
っ
て
】
小
針 

善
誠

　
学
校
統
合
を
村
の
生
き
残

り
を
か
け
た
「
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
の
機
会
と
捉
え
、「
教

育
は
１
０
０
年
の
計
」
だ
か

ら
こ
そ
、
基
本
設
計
前
の
早

期
段
階
か
ら
外
部
の
専
門
的

な
「
知
」
を
取
り
入
れ
、デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
戦
略
を
立
て

る
べ
き
と
訴
え
、
村
長
、
教

育
長
と
様
々
議
論
が
で
き
た
。

　
統
合
問
題
を
機
に
公
教
育

の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
見
直

し
て
ほ
し
い
。

た
ち
へ
の
責
任
が
果
た
せ
な

い
。
客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ

き
全
国
の
成
功
事
例
を
導
入

で
き
る
外
部
専
門
家
を
、
基

本
設
計
の
前
に
招
聘
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　
現
段
階
で
は
義
務
教

育
学
校
の
創
設
自
体
が
正
式

決
定
し
て
い
な
い
。
決
定
後

の
準
備
段
階
に
な
れ
ば
、
先

進
地
の
視
察
や
有
識
者
か
ら

助
言
を
い
た
だ
く
場
面
も
必

要
に
な
る
と
考
え
る
。
現
時

点
で
基
本
設
計
前
の
招
聘
は

考
え
て
い
な
い
が
、
必
要
に

応
じ
て
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
等
と

し
て
の
参
画
に
つ
い
て
は
研

究
し
た
い
。

問　
経
験
や
感
情
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
客
観
的
デ
ー
タ

に
基
づ
い
た
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
根

拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
を

推
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

 

客
観
的
な
デ
ー
タ
や

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
し

つ
つ
、
村
の
実
態
や
住
民
の

願
い
に
即
し
た
準
備
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。

質問に込めた想い
小学校統合を単なる施設の集約と考えるのではなく、将来の子供たちへ責任
を持ちつつ、教育から村をブランド化し移住を促す生存戦略と捉え、「選ば
れる玉川村」であり続けるための最適な手段を選択して欲しい。

小学校統合を見据え、より広い視野を小学校統合を見据え、より広い視野を

小
こ ば り

針 善
よしとも

誠 議員
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一
般
質
問

問　
「
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
」
ス
ポ
ー
ツ
格
差
解

消
へ
の
取
り
組
み
は
。

答　
本
村
の
ス
ポ
ー
ツ
協

会
、
村
が
支
援
す
る
各
種
団

体
が
、
部
活
動
の
受
け
皿
と

な
る
加
盟
団
体
と
な
る
こ
と

で
、
格
差
解
消
や
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
今
後
地
域
展
開
を
す
る

こ
と
で
、
専
門
性
の
あ
る
団

体
が
各
競
技
を
受
け
入
れ
る

た
め
、
指
導
者
の
専
門
性
の

知
識
や
経
験
不
足
も
解
消
さ

れ
る
と
考
え
て
い
る
。
引
き

続
き
、
地
域
団
体
と
そ
れ
ぞ

れ
協
力
や
役
割
分
担
を
し
、

令
和
11
年
度
の
部
活
動
完
全

移
行
に
向
け
て
進
め
る
。

問　
「
た
ま
か
わ
防
災
ア
プ

リ
」
被
災
写
真
を
投
稿
す
る

ル
ー
ル
作
り
は
。

答　
村
民
の
方
か
ら
の
被

災
写
真
投
稿
に
つ
い
て
は
、

投
稿
規
約
を
規
定
し
、
著
作

権
や
肖
像
権
の
侵
害
等
に
関

す
る
注
意
喚
起
や
、所
有
権
、

複
製
権
等
の
権
利
に
つ
い

て
、
本
村
に
帰
属
す
る
こ
と

な
ど
、
同
意
し
た
上
で
投
稿

で
き
る
仕
様
に
し
て
い
る
。

問　
「
選
挙
の
投
票
率
向

上
」
選
挙
公
報
の
発
行
は
。

答　
近
隣
市
町
村
の
対
応
状

況
を
確
認
し
、
作
成
期
間
や

印
刷
、
配
布
に
係
る
経
費
負

担
が
大
き
い
理
由
な
ど
、
い

ず
れ
の
町
村
に
お
い
て
も
独

自
の
選
挙
公
報
は
発
行
し
て

い
な
い
状
況
。
本
村
も
実
施

す
る
た
め
の
時
間
的
制
約
や

財
政
負
担
、
行
政
区
の
負
担

の
増
加
と
い
う
課
題
か
ら
、

総
合
的
に
勘
案
し
た
結
果
、

選
挙
公
報
の
発
行
を
行
わ
な

い
こ
と
と
し
た
。

問　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
新

規
返
礼
品
の
取
り
組
み
は
。

答　
令
和
６
年
10
月
に「
に

じ
の
き
ら
め
き
」「
天
の
つ

ぶ
」
の
米
２
種
類
を
新
た
に

追
加
し
、
今
後
は
乙
な
駅
た

ま
か
わ
内
の
「
Ｏ
Ｚ 
Ｔ
Ｈ

Ｅ 

Ｂ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
」
で
使

え
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
追
加
す

る
。
ま
た
、
新
規
返
礼
品
の

開
発
と
追
加
以
外
に
も
、
令

和
７
年
11
月
か
ら
ふ
る
さ
と

【
振
り
返
っ
て
】
大
羅　

将 

　
一
般
質
問
後
に
調
査
検
討

を
行
い
、
過
去
の
質
問
に
対

し
真
摯
に
向
き
合
い
結
論
を

出
し
て
い
た
だ
い
た
。
令
和

８
年
度
の
施
策
の
中
に
も
質

問
内
容
を
反
映
し
て
い
た
だ

き
大
変
感
謝
を
し
て
い
る
。

今
後
も
村
民
の
声
を
代
表
し

て
一
般
質
問
を
行
い
、
よ
り

良
い
玉
川
村
へ
の
シ
ン
カ
に

寄
与
し
て
い
き
た
い
。

納
税
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ふ

る
な
び
」
へ
返
礼
品
の
掲
載

を
開
始
し
た
。

問　
「
携
帯
電
話
の
電
波
状

況
改
善
」
居
住
地
域
以
外

の
不
感
対
地
帯
へ
の
取
り

組
み
は
。

答　
認
定
こ
ど
も
園
、
た

ま
か
わ
文
化
体
育
館
周
辺
に

お
け
る
電
波
状
況
改
善
に
つ

い
て
は
、
重
点
的
に
関
係
機

関
等
へ
要
望
を
行
い
、
民
間

事
業
者
に
よ
る
ア
ン
テ
ナ
設

置
に
向
け
て
進
み
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
携
帯
キ
ャ
リ
ア

１
社
の
み
し
か
入
ら
な
い
地

域
等
も
あ
る
た
め
、
で
き
る

限
り
早
期
に
す
べ
て
の
携
帯

電
話
が
つ
な
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
携
帯
各
社
へ
要
望
を

行
う
。

問　
「
公
共
施
設
の
予
約
シ

ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
」
導
入
へ

の
取
り
組
み
は
。

答　
地
域
活
性
化
起
業
人

を
活
用
し
、
施
設
設
置
条
例

や
要
綱
、
設
置
目
的
の
違
い

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
等

を
含
め
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実

施
し
た
。
令
和
８
年
度
よ
り

実
証
事
業
と
し
て
、
文
化
体

育
館
な
ど
の
公
共
施
設
に
お

い
て
予
約
シ
ス
テ
ム
を
試
験

導
入
す
る
。

質問に込めた想い
これまで村の政策、課題に対する考え方や取り組みについて、緊急性が高い
ものから、中長期的なものまで、一般質問を通して村民の声を直接届けてき
た。一般質問後の調査の進捗状況や検討した結果などを確認したい。

一般質問後の取組状況と結果は一般質問後の取組状況と結果は

大
お お ら

羅　将
ひとし 議員
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一
般
質
問

問　
高
齢
者
等
生
活
の
質

向
上
サ
ー
ビ
ス
実
証
事
業

の
評
価
は
。

答　
実
証
事
業
は
、
村
民

の
方
々
に
と
っ
て
必
要
不

可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

と
の
感
触
を
持
っ
て
い
る
。

特
に
、
運
転
免
許
証
を
返

納
さ
れ
た
方
か
ら
「
大
変

重
宝
し
て
い
る
」
と
い
う

声
も
あ
り
、
継
続
的
な
利

用
者
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

問　
実
証
事
業
後
の
今
後

の
継
続
性
は
。

答　
事
業
の
継
続
は
、サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
や
利
用
者

の
特
性
、
更
に
民
間
交
通

事
業
者
と
の
交
通
接
点
と

の
整
合
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

関
係
法
令
や
制
度
な
ど
も

考
慮
し
、
当
面
の
間
は
実

証
事
業
と
し
て
の
継
続
を

考
え
て
い
る
。

問　
財
源
や
事
業
期
間
に

左
右
さ
れ
な
い
高
齢
者
施

策
に
つ
い
て
は
。

答　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら

し
世
帯
が
増
加
し
て
い
る

状
況
を
踏
ま
え
、
適
切
な

支
援
を
行
な
う
医
療
機
関
・

福
祉
施
設
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
や
地
域
住
民
と
の

協
働
と
い
っ
た
相
互
支
援

の
仕
組
み
づ
く
り
が
非
常

に
重
要
で
あ
る
。

　

医
療
機
関
を
始
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
民
生

委
員
協
議
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
し
、
見
守
り

活
動
や
訪
問
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
高
齢
者
が
地
域

の
中
で
孤
立
す
る
事
な
く
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
日
常
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、
持
続
可
能
な
医

療
・
生
活
支
援
体
制
の
整

備
に
努
め
る
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
が
運

営
し
て
い
る
健
康
サ
ロ
ン
、

地
域
助
け
合
い
活
動
の
取

組
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
通
じ
た
高
齢
者
の
見

守
り
、
支
え
合
い
な
ど
、

安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
の
推
進
活
動
に

【振
り
返
っ
て
】
岩
谷 

幸
雄

　

現
在
、
実
証
事
業
と
し

て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
高

齢
者
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
サ
ー
ビ

ス
実
証
事
業
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
高
齢
者
支
援
に

は
地
域
住
民
と
の
協
働
と

い
っ
た
相
互
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
が
重
要
と
い
う

村
の
考
え
に
と
て
も
共
感

し
て
い
る
。

　

実
証
事
業
な
ど
は
、
そ

の
事
業
の
期
間
、
特
に
財

源
に
依
る
と
こ
ろ
も
大
き

く
、
将
来
的
に
は
多
く
の

課
題
も
新
た
に
出
て
く
る

も
の
と
考
え
る
。
今
後
も

村
の
動
き
を
注
視
し
、様
々

な
場
面
で
参
画
、
協
力
し

な
が
ら
、
相
互
支
援
の
仕

組
み
づ
く
り
を
支
え
て
い

き
た
い
。

質問に込めた想い
移動支援や買い物支援をはじめとする高齢者等QOL向上サービス実証事
業。安心して暮らせる基盤づくりには、実証後の継続が求められるため、村
の考え方を確認した。

財源に依存しない高齢者支援の仕組みを財源に依存しない高齢者支援の仕組みを

岩
い わ や

谷 幸
ゆ き お

雄 議員

つ
い
て
も
支
援
し
て
い
く
。

　

地
域
全
体
で
高
齢
者
を

支
え
る
た
め
に
は
、
住
民

参
加
の
意
義
も
大
き
く
、

効
果
的
な
支
援
も
実
現
で

き
る
と
考
え
、
地
域
に
お

け
る
啓
発
活
動
や
参
加
機

会
の
拡
充
を
は
か
り
、
地

域
住
民
の
理
解
を
更
に
深

め
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

地域展開の様子「玉川卓球クラブ」

問　
部
活
動
の
地
域
展
開

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方
針

と
村
長
の
考
え
は
。 

答　
生
徒
数
減
少
や
教
員

の
働
き
方
改
革
、
興
味
関
心

の
多
様
化
へ
の
対
応
と
し
て

進
め
る
。
令
和
７
年
度
ま
で

を
準
備
、
令
和
８
〜
10
年
度

を
移
行
期
間
と
し
、
令
和
10

年
度
末
で
中
学
校
部
活
動
を

終
了
す
る
予
定
。
今
後
は
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
を
含

む
、
小
学
生
や
一
般
住
民
も

参
加
で
き
る
地
域
活
動
を
想

定
し
、
完
全
移
行
ま
で
補
助

や
施
設
利
用
等
の
支
援
を
続

け
る
。

問　
具
体
的
に
各
団
体
へ

の
働
き
か
け
や
相
談
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。 

答　
広
報
た
ま
か
わ
で
の

連
載
や
団
体
説
明
、
個
別
の

意
見
交
換
を
重
ね
て
い
る
。

卓
球
、
野
球
、
剣
道
な
ど
各

団
体
と
話
し
合
い
を
進
め
、

教
育
委
員
会
や
学
校
で
も
相

談
を
受
け
て
い
る
。

問　
誰
も
が
気
軽
に
相
談
で

き
る
窓
口
設
置
の
考
え
は
。 

答　
今
後
は
小
中
学
校
、

公
民
館
、
教
育
委
員
会
を
相

談
先
と
し
て
明
確
に
示
し
、

広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
案
内
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問　
団
体
が
自
立
で
き
る

よ
う
、
会
計
の
仕
方
、
補
助

金
等
の
案
内
や
申
請
書
作
成

に
関
す
る
助
言
等
、
運
営
面

の
支
援
も
行
う
考
え
か
。

答　
組
織
づ
く
り
や
活
動
を

継
続
し
て
い
く
に
は
、
事
務

局
機
能
が
重
要
と
認
識
し
て

い
る
。
相
談
を
受
け
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
て
い
く
。

問　
今
後
の
企
業
連
携
に

つ
い
て
、
大
手
民
間
企
業
や

財
団
等
が
進
め
て
い
る
地
域

連
携
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業

に
は
、
指
導
者
派
遣
や
運
営

支
援
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み

が
あ
る
が
、
村
と
し
て
取
り

入
れ
て
い
く
考
え
は
。 

答　
事
例
は
把
握
し
て
い

る
が
、
本
村
で
は
各
団
体
の

自
立
し
た
運
営
を
重
視
す

る
。
ま
ず
は
各
団
体
が
そ
れ

ぞ
れ
の
課
題
を
整
理
し
、
自

分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
運
営
の

【振
り
返
っ
て
】
堀
越 

美
保

　

玉
川
村
は
地
域
の
皆
さ

ん
が
協
力
的
で
環
境
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。

村
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る

活
動
が
増
え
れ
ば
、
本
村

の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
り
、

交
流
人
口
・
関
係
人
口
の

創
出
も
期
待
で
き
る
。
地

域
の
取
り
組
み
が
将
来
的

に
自
立
で
き
る
よ
う
、
今

後
も
立
ち
上
げ
期
か
ら
伴

走
支
援
の
充
実
を
求
め
る
。

あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
運
営
・
管

理
は
各
団
体
が
担
え
る
よ
う

に
相
談
・
助
言
を
行
い
、
そ

の
よ
う
な
企
業
連
携
に
は
頼

ら
ず
、
地
域
の
企
業・団
体・

個
人
の
協
力
を
得
て
進
め
る

方
針
。

問　
地
域
展
開
を
進
め
る

上
で
、
課
題
と
な
る
大
会
や

発
表
会
等
の
会
場
ま
で
の
移

動
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
中
学
校
部
活
動
に
関

し
、
令
和
10
年
度
ま
で
は
村

が
中
体
連
等
の
移
動
に
係
る

経
費
を
負
担
。
そ
の
後
は
各

団
体
に
よ
る
運
営
を
基
本
と

し
、
送
迎
を
含
め
可
能
な
範

囲
で
工
夫
し
て
い
た
だ
く
。

現
時
点
で
新
た
な
支
援
は
想

定
せ
ず
、
移
行
期
間
中
に
継

続
方
法
を
検
討
し
、
窓
口
で

丁
寧
に
対
応
す
る
。

問　
バ
ス
の
貸
出
回
数
を
限

定
す
る
な
ど
、
村
が
で
き
る

範
囲
で
試
行
す
る
考
え
は
。 

答　
現
時
点
で
村
所
有
の

バ
ス
に
余
裕
が
な
く
貸
出
は

想
定
し
て
い
な
い
。
課
題
が

質問に込めた想い
国は少子化の中でも子どものスポーツ・文化活動の機会確保に向け、部活動
の地域展開を推進している。本村でも計画に基づき進む一方、指導者確保や
送迎、運営費など体制整備に課題がある。進捗と今後の方針を伺う。

地域で支える部活動の環境づくりを地域で支える部活動の環境づくりを

堀
ほりこし

越 美
み ほ

保 議員

顕
在
化
し
た
場
合
に
は
、
他

自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
必
要
性
も
含
め
調

査
研
究
し
て
い
く
。
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一
般
質
問

問　
た
ま
か
わ
く
ら
し
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
令
和

７
年
度
に
お
け
る
問
合
せ

件
数
と
成
果
は
。

答　
令
和
８
年
２
月
末
の

状
況
で
、
相
談
・
問
い
合

わ
せ
件
数
は
１
１
３
件
。

た
ま
か
わ
く
ら
し
体
験
住

宅
利
用
は
じ
め
、
農
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
農
家
ラ
イ

フ
体
験
事
業
な
ど
多
く
の

問
い
合
わ
せ
に
対
応
し
て

い
る
。
成
果
に
つ
い
て
は
、

多
く
の
相
談
や
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
多
く
の
来
村
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
特
に

村
へ
転
入
し
た
35
世
帯
57

名
の
う
ち
、
当
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
た
移
住
世
帯
は

13
世
帯
15
名
で
あ
っ
た
。

問　
移
住
希
望
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
対
応
に
つ
い

て
、
現
在
の
体
制
が
十
分

に
機
能
し
て
い
る
か
。

答　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
体
制
は
、
移
住
者
や
転

入
者
へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
を
目
指
し
ト
ー
タ
ル

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

る
。
来
年
度
に
は
、
総
務

省
の
事
業
を
活
用
し
、
地

域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
２
名
と
移
住
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
２
名
体

制
に
し
、
移
住
関
連
事
業

の
効
率
的
な
情
報
発
信
や

具
体
的
な
事
業
立
案
な
ど

を
行
う
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
て
い
る
物
件
に
つ

い
て
、
選
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
魅
力
の
あ
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
か
。

答　
登
録
さ
れ
て
い
る
物

件
は
、
ほ
と
ん
ど
が
土
地

で
空
き
家
は
12
月
末
時
点

で
３
件
登
録
。
１
件
は
２

月
に
契
約
が
成
立
し
、
１

件
は
３
月
現
在
交
渉
中
で

あ
る
。
空
き
家
空
き
地
バ

ン
ク
に
登
録
さ
れ
る
こ
と

が
、
そ
の
空
き
家
の
魅
力

と
考
え
て
い
る
。
空
き
家

を
活
用
し
た
現
在
の
取
り

組
み
状
況
は
、
民
間
事
業

者
に
よ
る
実
証
事
業
「
プ

レ
ス
テ
イ
た
ま
か
わ
」
や

本
村
の
く
ら
し
を
体
験
で

き
る
施
設
「
た
ま
か
わ
く

ら
し
体
験
住
宅
」
な
ど
、

空
き
家
を
地
域
の
貴
重
な

魅
力
あ
る
資
源
と
し
て
地

域
の
活
性
化
や
移
住
者
支

援
に
積
極
的
に
活
用
し
て

い
き
た
い
。

問　
今
後
の
、
移
住
・
定

住
促
進
に
向
け
た
具
体
的

な
取
り
組
み
は
。

答　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
機
能
強
化
に
加
え
、
国

が
特
に
推
進
す
る
「
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」「
移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

う
「
集
落
支
援
員
」、「
地
域

活
性
化
起
業
人
」
の
活
用

や
空
き
家
対
策
へ
の
取
り

組
み
の
強
化
を
図
る
。
具

体
的
に
は
、
現
在
ま
で
の

取
り
組
み
の
継
続
に
加
え

空
き
家
対
策
と
し
て
、「
地

域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
活
用
し
た
民
間
組
織
の

形
成
を
行
い
移
住
者
の
受

け
入
れ
を
促
進
す
る
。
今

後
の
移
住
・
定
住
の
取
り

【振
り
返
っ
て
】
佐
久
間
福
男

　
魅
力
あ
る
地
域
と
評
価
さ

れ
て
い
る
一
方
で
、
各
事
業

に
取
り
組
ま
れ
て
き
て
い
る

中
で
見
え
て
き
て
い
る
課
題

が
あ
る
と
感
じ
る
。
今
後
、

課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
官

民
連
携
と
新
規
事
業
を
加
速

さ
せ
、
多
く
の
方
か
ら
選
ば

れ
る
村
づ
く
り
に
期
待
す
る
。

組
み
は
、
民
間
の
活
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
官
民

連
携
に
よ
る
取
り
組
み
が

重
要
と
な
る
。「
移
住
定
住

施
策
」
は
、
村
の
重
要
課

題
の
１
つ
で
あ
り
多
く
の

方
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る

玉
川
村
を
目
指
し
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

質問に込めた想い
人口減少対策は村の最重要課題である。多様な事業に取り組まれているが、
現状のままでは人口の維持が困難で、さまざまな分野へ影響が予想される。
効果的な施策への取り組みが急務である。

選ばれる村づくりへの取り組みを選ばれる村づくりへの取り組みを

佐
さ く ま

久間福
ふ く お

男 議員
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議
会
活
動

公立岩瀬病院企業団議会、
須賀川地方広域消防組合議会、石川地方生活環境施設組合議会

定例会・臨時会レポート

村の負担金 874万円村の負担金 874万円

村の負担金 1億6，780万円村の負担金 1億6，780万円

　当村議会から公立岩瀬病院企業団議会、須賀川地方広域消防組合議会、石川地
方生活環境施設組合議会、それぞれの議会議員として定例会等へ出席しているよ。
　今回は12月定例会以降に開催された３つの議会について概要をお知らせするね。

〇 公立岩瀬病院企業団議会　　
　　出席者（林芳子議員）
　　令和７年12月定例議会／令和７年12月23日開催
　　・未来につなぐ公立岩瀬病院企業団応援基金条例の制定　　　　……………………　可決

〇 須賀川地方広域消防組合議会　
　　出席者（佐久間福男議員）
　　令和８年２月定例会／令和８年２月16日開催
　　・須賀川地方広域消防組合火災予防条例の一部を改正する条例　……………………　可決
　　・令和７年度須賀川地方広域消防組合一般会計補正予算（第２号）　………………　可決
　　・令和８年度須賀川地方広域消防組合一般会計補正予算　　　　……………………　可決

〇 石川地方生活環境施設組合議会　　
　　出席者（円谷兼一議員、堀越美保議員、小針善誠議員）
　　令和７年第４回定例会／令和７年12月23日開催
　　・石川地方生活環境施設組合職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　……　可決
　　・石川地方生活環境施設組合会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
　　　条例の一部を改正する条例　　　　　　　　　　……………………………………　可決
　　・令和６年度石川地方生活環境施設組合一般会計歳入歳出決算認定について　……　認定
　　・令和７年度石川地方生活環境施設組合一般会計補正予算（第２号）　……………　可決
　　令和８年第１回定例会／令和８年２月20日開催
　　・石川地方生活環境施設組合財政調整基金条例の制定について　……………………　可決
　　・令和７年度石川地方生活環境施設組合一般会計補正予算（第３号）　……………　可決
　　・令和８年度石川地方生活環境施設組合一般会計予算　………………………………　可決

　総務産業建設常任委員会に付託された請願１件に
ついて、令和８年３月６日に委員会審議を行い「採
択とすべき」と採決しました。
　これにより本会議で審議結果について委員長報告
を行いました。

　石川地方町村議会議員研修会が、石川地方５町村の議員58名、町
村長５名、事務局担当職員12名が出席し、マーヴェラス末広で開催
されました。
　福島大学 経済経営学類 教授 吉高神 明 氏より、「地方議会とコン
プライアンス」と題し、講演が行われました。

付託された請願 採決結果
委員会 本会議

請願第１号
福島県最低賃金の引き上げと早期
発効を求める意見書提出の請願に
ついて

採択
とすべき 採択

〇総務産業建設常任委員会

石川地方町村議会議員研修会（1/21）

福島大学 吉高神明教授による講演



今後、村商工会等と協力し、要件を満たす施設をクーリングシェル
ターに指定したい。

令和３年3月 採択した請願箇所

一般質問のその後は

令和7年6月定例会
記録的な猛暑が続く中、村民の命を守るための暑熱避難場所の確保が
急務である。村が指定する「クーリングシェルター（指定暑熱避難施
設）」を設置する考えはないか。

21
議会だよりへの
ご意見はこちら

議
会
活
動

　熱中症特別警戒情報の運用期間（４月第４水曜日〜10
月第４水曜日）において、同情報が発表された際に開放
する「クーリングシェルター」として、村は独自に５箇
所の公共施設を指定しました。
　令和８年度からは、ひと目で分かるようのぼり旗が目
印に掲げられます。さらに、民間商業施設の指定につい
ても期待したいです。

指定された施設
玉川村役場
玉川村就業改善センター
玉川村保健センター
すがまプラザ交流センター
たまかわ文化体育館

現場の今

追跡

村道 吉－6号線の道路側溝の嵩上げ、
幅員確保へ

　全長約700mの吉－６号線は、玉川村の東西を結ぶ県道
42号（矢吹小野線）から吉区内の鹿島神社へと抜ける、地
域住民の生活道路です。あぶくま高原道路へのアクセスに
も利用される重要な路線となっています。
　通勤時間帯には通行車両が増加しますが、路面から側溝
まで110〜140cmほどの高低差があり、その構造が道幅の
狭さを際立たせています。
　令和８年度緊急自然災害防止対策事業債を活用し、側溝
の改良工事が進められる見通しです。
　地域住民が安全に通行できるよう、インフラ整備が大き
く前進します。 道幅が狭く、高低差のある側溝

令和７年度 クーリングシェルターとして５施設を指定
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Vol.８
玉中生とのワークショップ

広報委員
と

今回、施設ごとに１案ずつご紹介しましたが、
たくさんの自由な発想やアイディアが出まし
た。皆さんの率直な意見は、これからの施設
活用を考えるうえでヒントになるといいです
ね。ご協力ありがとうございました。

鈴木　凛　田子遙真　　髙木彩花　湯澤日詩
吉田煌陽　田母神茉由　須藤璃子　水野　翔　
芳賀素晴　田中仁愛　　関根真唯　溝井翔馬

今回ワークショップに参加した生徒今回ワークショップに参加した生徒（敬称略）（敬称略）

玉川村でこんなイベントをしてみたい！玉川村でこんなイベントをしてみたい！
　今回は、「玉川村の魅力と楽しみ方」をテーマにイベントを考えるワークショップを行いました。
村内にある５つの施設について、みんなで楽しめるイベントやイベントを知ってもらう工夫を話し合
いました。

あ
と
が
き

あ
と
が
き

22令和８年５月１日発行
議会だより  № 183

良さ 課題 施設を知ってもらう工夫

① 乙な駅たまかわ
　「水切り体験をしてみたい！」

・子供も大人も一緒
　に楽しめる

・特に大きな問題は
　なく、やりやすそう

・インスタなど SNS
　で発信
・英語でも紹介して
　広める

② 森の駅 yodge
　「家族で１日まるごと体験！」
　（かまくら作り→シチュー作り→雪だるま→星空観察）

・家族で自然を満喫
　でき、普段できな
　い体験ができる

・望遠鏡にお金がかかる
・雪がないとできない

・モデルコースのパン
　フレット作成
・村外にも宣伝

③ すがまプラザ交流センター
　「料理教室を開催したい！」

・友達とも参加できる
・広い家庭科室が活
　用できる

・場所が分かりにくい
・食材費がかかる

・村内に案内標示
・すがまプラザの曲や
　キャラクターを作る

④ 道の駅たまかわ こぶしの里
　「特産品を自分たちで作ってみたい！」
　（さるなしやトマトのジュース作り、お米）

・体験型で賑わいに
　つながる

・田んぼなど体験場
　所の確保

・子供が遊べる場所
　があると来やすい

⑤ たまかわ文化体育館
　「親子でスポーツイベント！」

・みんなで楽しめる
・コミュニケーショ
　ンが増える

・何のスポーツをする
　か決める ・ＳＮＳで広く知らせる

たくさんのアイディアが出たワークショップ


